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分科会4 . ｢健康を促進す る看護｣ 報 告
フ ァ シ リ テ 一 夕 - : 石 井 康 子 (岐阜県衛生環境部看護大学設立準備室)
松 本 暁 子 (岩手県立大学看護学部)
1) 分科会の ね らい
こ の分科会 は, 今年初め て 立ちあげた分科会で あ る｡
健康促進 へ の 社会的関心が高ま るなか で , 看護 に期待さ
れる役割も大きくな っ て い る｡ 今回 の ねら い は, 様 々 な
対象者 に起 こりやすい健康問題を予防するため の看護の
かかわり, 健康をより積極的に促進する看護の かかわり
に つ い て , 現状を把握し, 今後 の課題な どを検討する こ
と で あ っ た ｡
2) 討論の概要
発表1 ｢紫外線予防教育の 検討- 看護学生を対象
と した予備調査よ り｣
宮崎有紀子 ･ 丸光恵 (千葉大学看護学部)
発表2 ｢親子遊び の 会の 支援 に お ける保健婦の 役
割に つ い て｣
武藤 紀子 (鎌ヶ 谷市役所)
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発表3 ｢思春期女性の月経 に 関す る保健行動に お
ける母親の 関わりの 影響｣
鈴木 幸子 (埼玉県立衛生短期大学)
1 つ め の 発表は, 環境保健の立場から, 現在 フ ロ ン ガ
ス の放出に よる オ ゾ ン層 の破壊の深刻化が話題に な っ て
い るなか で , 紫外線に よる健康障害を予防するため の健
康教育を検討する上で の基礎資料と して , 看護学生を対
象に , 紫外線に対する意識調査や予防行動を知るため に
行 っ た も の で あ っ た｡ 参加者から ほ, 紫外線の こと の み
ならず環境ホ ル モ ン な どの情報を求める声が増え, 看護
者自身も ｢どの程度が安全なの か｣ な どと い っ た基準の
よう な知識を持 っ 必要があると いう意見もあ っ た｡ ま た,
日本人で は紫外線の増加を, 皮膚がん に直結し て考える
べ き で はな い の で はな い かと い う意見もあり, こ の問題
だ けで なく , 環境と生活習慣, 疾患な ど の関係を明らか
にす べ く , 研究的に取り組ん で い く必要が あると い う課
題が確認さ れた｡
さ ら に , こ の発表か ら, 学年 にかかわ ると きだけ で な
く, 健康を促進する看護を展開して いくとき に留意しな
けれ ばならな い点 に つ い て も, 抽出 ･ 討議さ れた｡ 環境
問題などは, 住民が過敏 にな っ て い る面もあるが, こ の
よ う な関心の高まりをうまく利用したり, あ る い は紫外
線に つ い て も, 若 い女性の きれ い に なりた い など の よう
な関心を利用するな ども, 健康を促進する看護を展開す
る上で ど の よう に利用して い くか も課題で ある ことが確
認され た｡
2 つ め の発表で は, 本宿動 は, 保健婦が 日頃の活動の
｢fl で捉えた地域の ニ ー ドを, 保健推進員と協同して活動
を行い , 保健婦は援助の 手段と して の ｢遊び の会｣ を作
り , 機能さ せ, 他 の活動と統合すると いう役割を果たし
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て い た｡ こ こ で は, 地域 の健康 を促進すると いう こと に
つ い て討議された｡ 地域 で は様 々 な活動を通して 地域の
ニ
ー ズ を把握し, 場 を作り, 住民が自分たち の力を発揮
し自ら健康に な ろうとするよう援助して い る｡ どの よう
な機会を捉え, どの よう に ネ ッ ト ワ ー ク 作り をして い く
か, に つ い て の 開拓や検討の課題が確認され た｡
3 つ め の発表 は, 女性 に と っ て 非常に身近で ある月経
に関する保健行動 に つ い て , 思春期女性の保健行動の 実
行に及ぼす対人関係の影響を調査したも の の中か ら, 母
親 の影響を中心 に報告して い ただ い た｡ 月経 の保健行動
を含めて , リ ブ ロ グ ク テ ィ ブ - ル ス の視点を, どの よう
な機会を捉えて 教育して いくか などは今後の開拓が期待
される｡ ま た, 個人の保健行動 に は, 様 々 な人か らの 影
響があるが , そ の人が言 っ た こ と ･ や っ て み せた ことな
どが, ど の よう に個人の なか にと どま り保健行動に至 っ
た の か の プ ロ セ ス を丁寧に分析 して いく必要性と , そ の
なか で看護職の 果たす役割を明確に して い く こ とが重要
で ある｡
3) 今後の課題
討論の結果, 以下 の よ うな課題が確認され たo
(1)環境と生活習慣, 疾患な ど の関係を明らか にするた
め の追究｡
(2) 健康を促進する看護を展開する【_l二で , 関｣L､を利用す
るなど の ような効果的な方法の検討｡
(3) 健康を促進する看護を, ど の ような機会を捉え , ど
の よう に展開するかと い う探索｡
(4) 個人の保健行動の メ カ ニ ズ ム と , 看護職の果たす役
割の明確化｡
